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２０２３年   

令和５年 癸卯  

2 月   日   

 大安 鬼    

旧 1 月 11 日   

水曜    1 
｢

曼
陀
羅
華｣

は
白
い
蓮
の
華
、｢

摩
訶
曼
陀
羅
華
」

は
大
き
な
白
い
蓮
の
華
、｢

曼
殊
沙
華｣

は
赤
い
蓮

の
華
、｢

摩
訶
曼
殊
沙
華｣

は
大
き
な
赤
い
蓮
の
華

の
こ
と
。
そ
れ
ら
の
華
が
天
か
ら
雨
の
よ
う
に
降
っ
て

き
た
と
い
う
こ
と
は
、
世
の
中
の
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
も

の
が
仏
の
教
え
に
帰
依
し
、
感
激
し
た
証
で
す
。 

ま
た
、
降
り
注
い
だ
華
は
仏
さ
ま
と
縁
を
結
ん
だ
こ
と

を
意
味
し
、
皆
い
つ
か
仏
に
成
り
得
る
の
だ
と
い
う
こ

と
も
表
し
て
い
ま
す
。 

  

天
雨 

曼
陀
羅
華 

摩
訶
曼
陀
羅
華 

曼
殊
沙
華 

摩
訶
曼
殊
沙
華 

「
天
か
ら
華
の
雨
が
降
る
」 

妙
法
蓮
華
経
序
品
第
一 

 

て
ん
ぬ 

 

ま
ん 

だ 

ら 

け 
 

ま 

か 

ま
ん 

だ 

ら 

け 

 

ま
ん
じ
ゅ
し
ゃ 

げ 
 

ま 

か 

ま
ん
じ
ゅ
し
ゃ
げ 

 
 

 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２３年   

令和５年 癸卯  

2 月   日   

 赤口 柳    

旧 1 月 12 日   

月曜    2 

大
地
が
震
動
す
る
と
い
う
の
は
、
仏
の
教
え
が
あ
ら
ゆ

る
も
の
を
残
ら
ず
感
動
さ
せ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。 

縦
横
斜
め
な
ど
の
六
種
の
揺
れ
や
音
声
が
、
仏
法
を
聞

く
衆
生
の
覚
悟
を
呼
び
起
こ
し
ま
す
。 

仏
さ
ま
が
教
え
を
説
く
と
き
に
は
六
種
の
震
動
が
起
き

る
の
で
す
が
、
法
華
経
を
説
く
際
に
は
特
に
大
き
く
長

い
震
動
が
起
き
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

迷
い
の
多
い
世
の
中
に
こ
そ
仏
さ
ま
の
救
い
が
必
要
で

あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。 

  

六
種
震
動

 
 

「
大
地
も
感
動
に
震
え
る
」 

妙
法
蓮
華
経
序
品
第
一 

 

ろ
く 

 

し
ゅ 

 

し
ん 
 

ど
う 
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２０２３年   

令和５年 癸卯  

2 月   日   

節分 先負 星    

旧 1 月 13 日   

火曜    3  
「
比
丘
」
は
男
性
出
家
者
、「
比
丘
尼
」
は
女
性
出
家
者
。 

「
優
婆
塞
」
は
男
性
信
者
、「
優
婆
夷
」
は
女
性
信
者
。 

こ
の
仏
の
教
え
に
帰
依
し
た
四
種
の
人
々
を
「
四
衆
」

と
い
い
、
経
典
の
随
所
で
「
四
衆
」
に
法
を
説
く
場
面

が
描
か
れ
て
い
ま
す
。 

「
比
丘 

比
丘
尼｣

は
教
団
内
で
修
行
に
専
念
す
る
者
で

す
。
仏
教
に
帰
依
し
た
在
家
信
者
の｢

優
婆
夷 

優
婆
塞｣

が
、
比
丘 

比
丘
尼
に
衣
食
住
な
ど
を
布
施
を
し
て
教
団

は
構
成
さ
れ
維
持
さ
れ
て
き
ま
し
た
。 

   

比
丘 

比
丘
尼 

 

優
婆
塞 

優
婆
夷 

 
 「

修
行
者
と
信
者
の
た
め
に
法
を
説
く
」 

 

妙
法
蓮
華
経
序
品
第
一 

  

び 

く 
 

び 
 

く 

に 
 

う 

ば 

そ
く 

 

う 

ば 

い 
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２０２３年   

令和５年 癸卯  

2 月   日   

立春 友引 張    

旧 1 月 14 日   

土曜    4  
「
天 

龍
」
は
天
上
界
に
住
む
者
と
海
中
に
住
む
者
、

「
夜
叉
」
は
空
中
を
飛
び
人
を
食
う
鬼
の
よ
う
な
者
、

「
乾
闥
婆 

阿
修
羅 

迦
楼
羅 

緊
那
羅
」
は
イ
ン
ド

神
話
の
神
々
、「
摩
睺
羅
伽
」
は
地
上
を
這
う
蟲
の
類
。 

こ
の
八
種
を
「
八
部
衆
」
と
い
い
、
経
典
の
随
所
で
説

法
の
会
座
に
連
な
っ
て
い
ま
す
。 

「
人
非
人
」
の
「
人
」
は
「
四
衆
」、「
非
人
」
は
「
八

部
衆
」
の
こ
と
を
さ
し
、
仏
さ
ま
の
救
い
は
人
に
限
定

さ
れ
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。 

  

天 
 

龍 
 

夜
叉 

乾
闥
婆 

阿
修
羅 

 

迦
楼
羅 

緊
那
羅 

摩
睺
羅
伽 

人
非
人 

「
人
も
人
に
非
ざ
る
者
も
仏
は
救
う
」 

 

妙
法
蓮
華
経
序
品
第
一 

 

て
ん 

り
ゅ
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や 

し
ゃ 

 

け
ん
だ
つ
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し
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２０２３年   

令和５年 癸卯  

2 月   日   

立春 先負 翼    

旧 1 月 15 日   

日曜    5  
「
転
輪
聖
王
」
は
イ
ン
ド
で
古
来
か
ら
信
じ
ら
れ
て
い

た
全
世
界
を
統
一
す
る
理
想
の
国
王
の
こ
と
。 

こ
の
王
が
行
く
と
こ
ろ
、
天
か
ら
授
け
ら
れ
た
「
輪
宝
」

と
い
う
宝
が
自
然
と
回
転
し
王
を
守
護
し
て
、
小
国
を

降
伏
さ
せ
、
正
し
い
統
治
を
行
な
う
の
で
「
転
輪
聖
王
」

と
い
わ
れ
ま
す
。 

徳
の
高
い
王
も
、
王
が
治
め
る
国
の
住
民
た
ち
も
皆
、

仏
さ
ま
の
教
え
に
帰
依
し
、
感
激
し
て
手
を
合
わ
せ
た

の
で
し
た
。 

  

転
輪
聖
王 

「
徳
の
高
い
王
と
そ
の
国
民
も
法
華
経
に
帰
依
を
し
た
」 

 

妙
法
蓮
華
経
序
品
第
一 

 

て
ん 

 

り
ん 

 

じ
ょ
う 
 

お
う 
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２０２３年   

令和５年 癸卯  

2 月   日   

  仏滅  軫    

旧 1 月 16 日   

月曜    6  
「
合
掌
」
は
帰
依
す
る
気
持
ち
を
表
す
動
作
で
、
言
葉

に
す
る
と
き
は
「
南
無
」
と
言
い
ま
す
。 

「
南
無
」
は
帰
命
と
い
う
意
味
で
す
が
、
敬
う
、
願
う
、

信
じ
る
と
い
う
意
味
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。 

「
南
無
妙
法
蓮
華
経
」
と
合
掌
し
て
唱
え
る
時
に
は 

仏
さ
ま
を
敬
い
、
そ
の
救
済
の
力
が
自
分
に
与
え
ら
れ

る
よ
う
に
と
願
い
、
信
じ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。 

仏
さ
ま
の
教
え
に
ふ
れ
た
と
き
に
は
、
感
謝
と
喜
び
の

合
掌
を
捧
げ
ま
し
ょ
う
。 

  

歓
喜
合
掌 

「
仏
さ
ま
の
教
え
に
出
会
う
感
謝
と
喜
び
の
合
掌
」 

 

妙
法
蓮
華
経
序
品
第
一 

 

か
ん 
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が
っ 

 

し
ょ
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２０２３年   

令和５年 癸卯  

2 月   日   

 大安 角    

旧 1 月 17 日   

火曜    7  
「
白
毫
」
と
は
仏
さ
ま
に
具
わ
る
三
十
二
相
と
い
わ
れ

る
お
姿
の
特
徴
の
一
つ
で
、
額
の
中
央
で
右
に
渦
巻
い

て
い
る
白
い
毛
の
こ
と
で
す
。 

「
白
毫
相
」
は
人
々
を
救
う
智
慧
の
は
た
ら
き
を
意
味

し
ま
す
。
白
毫
か
ら
発
せ
ら
れ
た
光
は
世
界
を
照
ら

し
、
物
事
の
真
実
が
見
え
て
く
る
と
、
私
た
ち
の
迷
い

も
取
り
除
か
れ
ま
す
。 

し
か
し
心
が
曇
っ
て
い
て
は
光
が
届
き
ま
せ
ん
。 

仏
さ
ま
の
教
え
を
学
び
、
雲
を
追
い
払
い
ま
し
ょ
う
。 

  

白
毫
相
光 

「
仏
さ
ま
の
智
慧
の
光
に
照
ら
さ
れ
る
」 

 

妙
法
蓮
華
経
序
品
第
一 

 

び
ゃ
く 

ご
う 

 
 

そ
う 

 

こ
う 
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妙
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第
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<

略> 
爾
時
世
尊
。
四
衆
圍
繞
。
供
養
恭
敬
。
尊
重
讃
歎
。
為
諸
菩
薩
。
説
大
乗

経
。
名
無
量
義
。
教
菩
薩
法
。
仏
所
護
念
。
仏
説
此
経
已
。
結
跏
趺
坐
。

入
於
無
量
義
処
三
昧
。
身
心
不
動
。
是
時
天
雨
曼
陀
羅
華
。
摩
訶
曼
陀
羅

華
。
曼
殊
沙
華
。
摩
訶
曼
殊
沙
華
。
而
散
仏
上
。
及
諸
大
衆
。
普
仏
世
界
。

六
種
震
動
。
爾
時
会
中
。
比
丘
。
比
丘
尼
。
優
婆
塞
。
優
婆
夷
。
天
。
龍
。

夜
叉
。
乾
闥
婆
。
阿
修
羅
。
迦
楼
羅
。
緊
那
羅
。
摩
睺
羅
伽
。
人
非
人
。
及

諸
小
王
。
転
輪
聖
王
。
是
諸
大
衆
。
得
未
曾
有
。
歓
喜
合
掌
。
一
心
観
仏
。

爾
時
仏
放
。
眉
間
白
毫
相
光
。
照
東
方
万
八
千
世
界
。
靡
不
周
徧
。
下
至

阿
鼻
地
獄
。
上
至
阿
迦
尼
吒
天
。
於
此
世
界
。
尽
見
彼
土
。
六
趣
衆
生
。
又

見
彼
土
。
現
在
諸
仏
。
及
聞
諸
仏
。
所
説
経
法
。
竝
見
彼
諸
。
比
丘
。
比

丘
尼
。
優
婆
塞
。
優
婆
夷
。
諸
修
行
得
道
者
。
復
見
諸
菩
薩
摩
訶
薩
。
種

種
因
縁
。
種
種
信
解
。
種
種
相
猊
。
行
菩
薩
道
。
復
見
諸
仏
。
般
涅
槃
者
。

復
見
諸
仏
。
般
涅
槃 

後
。
以
仏
舎
利
。
起
七
宝
塔
。
爾
時
弥
勒
菩
薩
。
作
是 

念
。
今
者
世
尊
。
現
神
変
相
。
以
何
因
縁
。
而
有
此
瑞
。 

  

法華経 日めくり 令和５年（2023）2 月① 


